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日本語・満族語の辞書作成のための

　　　　袖助システム（Ｍ）

　　　　　　　　　　　　本　田　道　夫

Ｉ．はじめに

II｡ 新コ･-ﾄﾞ体系

Ⅲ。その他の変更・改良

IV｡おわりに

　　　　　　　　　　　　　　Ｉ｡はじめに

　日本語･･満族語の辞書作成のための補肋システムの開発に関連して，最終的

な印刷を綺麗にするために，満族語文宇について印刷用フォントの改良を考え

ていたが，辞書作成者の依頼により，約15万字ほどの非常に多くのフォント

を作成し無料で提供してきた文宇鏡研究会で作成していただけることになっ

た。それに伴い，無駄な文宇の作成をお願いすることを避けることもあり，こ

れまでの利用経験から満族語文字体系の見直し・整理が行われ，かなり大幅な

文宇の削除と追加が行われた。

　文字コード体系はコンピュ一タで処理する場合には最も基本的な部分の一つ

であり，追加はあっても，削除はないと思っていたことではあるが，今回のも

のは整理された文字体系であり，今後は大きな変更はないものと考えてその変

更に対応レて，文字コード体系の再･整理を行った。また，満族語文字体系の文

字コードの変更に伴って，文字鏡文字の文字コードについても変更することと

した。

　そして，これまで開発レてきた各種のデータファイルやプログラムファイル

については,新文字コード体系に対応した変更が必要であり,ぞの作業も行った。
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　なお，これまでの辞書データの人力・編集に利用しているシステムについて

の刊用経験から要望のあったことも含めて，少し改良を行った。

　　　　　　　　　　　　　　Ｈ．新コード体系

　Ⅱ｡1　文字コードの配置

　これまでの満族語文字体系は，半角文字110個，全角文字62個，ローマ宇

表現用の半角文字の大きさの特殊英文字５個であったが，変更は，半角文字に

ついて17個を削除し２個を追加，全角文字は３個削除であり，新文字体系で

は，半角文字95個，全角文宇59個，特殊英文字５個であるりもちろん，削除

されたところの文字コ･-ドは空きのままとして利用せず，新規文字について

は，その空いたところあるいは文字コード表の最後に追加するという対応も

あったが，それではコード表が虫食い状態となること，また満族語文字の途中

に特殊英文字が入ることから，この際，虫食い状態がなく，満族語文字半角文，

字の後に英特殊文字を配置するようにコードの再割り当てを行った。満族語全

角文,字は半角文宇の後に配置,した。

　最初に満族語・日本語の辞古作成のための袖助システムについて作成依頼の

お話をいただいたときは，上記のように，満族語文字は，半角110文字，全瀕

62文2字程度，通常のシフトJISには含まれないが利用したい漢字にれに対し

ては文字鏡文宇を利用することにした）が約2,000個ということであったので，

文字鏡用漢字には，１バイト目に16進数表現でFO（以後，16進数表現をOX

をつけてOXFOのように表現することにする）からOXF9を，２バイト目には

OX21からOXFEを用いることにし，満族語文字の１バイト目には，全角文,字は

OXFA，半角文｡字はOXFBを用いることとしていた。しかし，実際に日本語・満

族語辞書の作成を進めていく途中で，文字鏡文字の利用個数が徐々に増えて

1）実際の満族語文字は，大まかには半角程度の大きさのものと全角程度の大きさのもの

　の２種類の文字に分けられるが，日本語文字のように半角･･全角と正確には区別でき

　ず，半角･･全角と分類している文字も，それぞれ，多少大きさは異なる。しかし，入

　力･･編集システムの開発を簡単にするために，パソコンでの画面表示用は，大きさを英

　文字と同じ大きさの半角文字，漢字と同じ大きさの全角文字としている。ただし，最終

　的な辞書印刷は，本当の文字の大きさを正確に反映できるものとしている。
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2,000個を超え，さらにその後もまだまだ増える可能性もあったので，途中か

ら，２バイト目にはこれまで利用レていなかった16進数でOX00からOX20の

部分も用いるようにして対応レてきた｡しかし，あまり増えると文字鏡文宇（１

バイト目OXFO，OXF9）の後に満族語文,字（１バイト目xOFAとOXFB），さら

に，そのあとに文字鏡文字（１バイト目OXFCづ）XFE）ということにもなりか

ねないので，この際，文字鏡文｡字についてもコードを変更することとし，満族

語文宇，および文字鏡文宇のコード配置は次の表１のようなものとした。な

表１ 新文字コード体系の満族語文字，特殊文宇，

文字鏡文字のコード配置

(以下のコ･-ﾄﾞ表示は，16進数表示である)

満族語文字半角

特殊英文字（半角）

満族語文字全角

文字鏡文字

F021　～

F070　～

F081　ヽ･

F100　～

F06F

F074

FOBA

FgFE（現在までの利耶

　　　　　　　　　表２　満州語文字および特殊英文字の新文字コード表

満州文字半角（nolmalsize）

F020 ri - １
４ Ｚ ヘ X，

ｉ そ ｉ １ ？ ｒ？ ｒ？
・

F030 て で ４ ４ 勇
？ ;/ 7ζ
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？
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満川文字全角（normalsize）

　　　　　　00　01　02　03　04　05　06　07　08　09　0A　OB　OC　OD　OE　OF

--…------－
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お，文字鏡文字のコードは１バイト･目がOXFOはOXF1に，0XF1はOXF2という

ように１増加させたが２バイト目については変更はしていない。

　満州語文字および特殊英文字の新文字コード表を表２に示す。

　キ･-ボードでの満族語文宇および特殊英文宇の入力配置を図１に示す。

　Ⅱ｡2　ファイルの変換あるいは作成

　文字コード体系の変更に伴って，次のようなファイルの変換，変更あるいは

作成が必要であった。

（A）フォンドファイル（変更）：削除文字のところに後方から文字の移動と

　追加

　・満族語文字用のフォントファイル（ManM,ttf，ManRPttfの２ファイル）

（B）文字コ･-･ド表など（新規作成）

　・満族語文字コ･-ﾄﾞ表

　・満族語文字入力キーボ･-ド配置

　・文字鏡文字コ･-ド表

（c）データファイル（変換）

　　・MD 000｡DBD～MD 024｡DBD（25ファイル）

　　・ＭＤ旧清語｡xm

　　・12本文｡xm

　　・清文總彙全巻｡xm

（D）プログラム関連のファイル（変更）

　㈲　辞書データ入力・編集システムのプログラム（１プログラム）

　㈲　印刷システムのプログラム（レプログラム）

　（c）ローマ字表現の英文字列を満族語文字列に変換するための規則表

　（d）上､の㈲規則表をプログラムに取り入れるような形式変換のプログラム
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（C）のデータファイル中の外字文字について：

　旧の満族語全角の文字コード領域としていたのは１バイト目が16進数表現

でOXFAであるが，２バイト目はOX80からOXBDまでしか利用しておらず，

全てを使用していたわけではなかった。ぞして，今回の変換に際して，辞書デ

ータとして作成されてきていたファイルには，１バイト目がOXFAで，２バイ

ト目が旧文字では使用しでいないOXBE以降の文宇コ･-ドが含まれていたもの

があった。調べてみると，16進数でOXFA40，OXFC4Bまでの外字領域の文字

のうち，たまたま満族語文宇に用いてなかったコードの文字が利用されてい

た。外宇については，最初のシステム設計の段階で，漢字コードの配置を調ペ

たときに，外字領域については，その頷域の記述がOXF040～OXFgFF，あるい

はOXF000～OXFFFCなどと書かれたものなどがあった。ぞのいずれの記述でも

ユj-ザが自由にそこに文字を作成できる鎖域となっていたので，どれが正しい

かはそれ以上は調べずに，そこの一部を満族語文字と文字鏡文字用に用いるこ

とにし，特に特定の文宇が割り当てられているとは思っていなかった。今回の

ことがあり，改めて，調べてみると，Windows xP ではOXFA40～OXFC4Bには

あらかじめ文字（外字）が割り当てられているよケであった。そして，たまた

ま辞書データ入力・編集システムで用いていなかったコードの文宇を利用レて

いたようである。その外字文字コードは新文宇コード体系でも用いないので，

現在はそのままにしている。もし，文宇鏡文字が増えた場合には，その文字を

文字鏡文字に置き換えるなどの対応が必要となるが，そのときに対応すること

にした。

（D）のプログラム関連のファイルについて：

　㈲の「ローマ宇表現の英文字列を満族語文字列に変換するための規則表」の

各行は，

ロー･マ字列　　満族語文字列　　満族語文字列の16進数表現　　コメント
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の表現である。

日本語･･満族語の辞書作成のための袖助システム（VI）　　　一丿必－

第３項,目の「満族語文字列の16進数表現」は通常の英数字で

ぞのために，他のデータファイルに適用した変換のプログラム

は，満族語文字列の部分は変換するが，通常の英数字の部分は変換しないの

で，変換した満州文字列に対する16進数表現の英文字列で置き換えるという

ことが必要であり，このファイルだけは，別の変換プログラムを作成する必要

があった。

　　　　　　　　　　　　ｍ．その他の変更・改良

　Ⅲ｡1　満族語文字のローマ字表現用特殊英文字の入力

　満族語のローマ字表現のときに，５文字ほど通常の英文字帽ま含まれていな

い文字（特殊英文字）が必要であるので作成レている。これまでは，満族語デ

ータ入力・編集システムで，その特殊英文字を入力するには，メニューバーの

「文宇人力」頂目から，「特殊英文宇モード」を選択して人力するようにしてい

た。その人力を終丁して，通常英文字を入力するには，同様にして，メニ｡－

バーの「文｡宇入力」項,目から，「通常文字モ･-ﾄﾞ」を選択する必要･があった。

特殊英文宇の入力は通常の英文字入力中にごく稀に行うものであり，連続して

入力することはほとんどあり得ないとのことで，いちいち入力モードを切り替

えるのは面倒であるとのことで，通常文宇入力の時にAltキーを併用すること

により入力できるようにした。これに伴ってメニ｡－バーからの「特殊英文字

モード」は無くした。

　Ⅲ｡2　Altキー併用時の処理の変更

　これまで，辞書データ入力･･編集システムで，特殊英文宇などのAltキー併

用でのキー入力はWin32 API でのキーボード入力の処理でＷＭ ＭＥＮＵＣＨＡＲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

で捕捉し処理レていたが，この力法では警告音のような音が出ていた。いろい

ろと調べていたが，WM SYSCHARで抽捉し処理すると音がしなくなること
　　　　　　　　　　　　ー
が分かり，この方法に変更した。 Windows上でのプログラムを開発した当初

からの懸案事項であり，時々インターネッドで検索したり，何か対処方法を思

いついたりしたときに試したりしていたが，なかなか解決しなかった。分かっ
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てみれば簡単なことであったが，長年の懸案が一つ解決した。

　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ。おわりに

　文字コードはシステム全体の基盤的なものであり，それを変更することは，

２個のフォンドファイルの変更，ほとんどすべてのデータファイルとプログラ

ムファイルの変更の必要があった。これだけに全ての時間を費やしたわけでは

ないが，プログラムの詳細を忘れているのでレプログラムの処理方法を思い出

しながらの作業であり，変更を完丁したつもりでも一部変更を忘れていたこと

もあり，プログラムファイルの変更とデ･-タファイル変換用のプログラムの作

成にはほとんど２ヶ月程かかった。

　もちろん，その期間内のデータ入力・修正は，これまでの文字コード体系で

行ってもらい，プログラムの変更が終丁し，その後にデータ変換のプログラム

が完成したあと，データ入力・修正を中断して，全てのデータファイルを送っ

てもらいー気に変換して，それを送り返すと同時に，新フォントファイル，文

宇コード表，キーボード人力表，編集システムと印刷システムのプログラムな

どを一緒に送った。変換プログラムが完成しでいるのでノプログラム適用によ

る変換はほとんど時間がかからず，受け取ってから送り返すまでは，１時間程

度であった。

　いずれにしても，全体の基盤とも言うべきところを変更することは想定して

いなかったために，関連するものが何か，どこと変更すればよいかなどの洗い

出しも含めて結構な作業であった。
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